
［プロフィール］ 
栗田暢之／くりたのぶゆき 
認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード代表理事 
1964年 10月 22日生（満 58 歳）／岐阜県瑞穂市（旧：穂積町）在住 
最終学歴／名古屋大学大学院環境学研究科修了・修士（環境学） 
 

 □事務所住所（勤務先） 
〒461-0001 名古屋市東区泉 1-13-34 名建協 2階 

   TEL：052-253-7550  FAX：052-253-7552 E-mail：info@rsy-nagoya.com 
 
1995 年阪神・淡路大震災時に当時勤務していた大学の学生ら延べ 1,500 名のコーディネーターとして被災

者支援にあたったことを契機に、同年 7月に設立したボランティア団体「震災から学ぶボランティアネットの

会」の事務局長に就任。2002 年 3 月に同会を発展的に解消して「特定非営利活動法人レスキューストックヤ

ード」が認証され、同法人の常務理事兼事務局長を経て現在に至る。現在までに 50 箇所以上の地震・水害・

噴火等の被災地で支援活動を行う一方、災害に強いまちづくりや人づくりの各種事業にも多く携わる。また国

や自治体などの防災や災害ボランティア等に関する各種委員会の委員も歴任。2000 年東海豪雨水害「愛知･名

古屋水害ボランティア本部」の本部長、2016年 11月に設立した「全国災害ボランティア支援団体ネットワー

ク」代表理事も務める｡また、コロナ禍における諸課題に対して、多様なセクター間で支え合うことを目的とし

た「NPOおたがいさま会議」を創設し、コーディネーターも務める。 
 
［職歴］1987年 4月～2001年 8月  学校法人同朋学園職員 

2001年 9月～現在に至る   特定非営利活動法人レスキューストックヤード専従職員 
（法人認証は 2002年 3月、2015年より認定NPO） 

［学会等］日本災害情報学会、日本災害復興学会、関西学院大学災害復興制度研究所研究員 
［非常勤講師］岐阜大学、至学館大学、愛知淑徳大学、愛知医科大学 
［市民活動等］認定NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）代表理事、東日本大震

災支援全国ネットワーク（JCN）代表世話人、震災がつなぐ全国ネットワーク代表、災害ボランティア活動

支援プロジェクト会議幹事、愛知県被災者支援センター長、東日本大震災被災者支援ボランティアセンター

なごや運営委員、社団法人減災・復興支援機構理事 
［委員委嘱］ 
・ 内閣府／避難生活支援・防災人材育成エコシステム構築の具体化に向けた検討会座長、被災者支援に関す

る官民連携検討会、被災者支援のあり方検討会（JVOAD） 
・ 愛知県／愛知県防災会議、愛知県防災対策有識者懇談会、あいち防災協働社会形成推進協議会、防災のた

めの愛知県ボランティア連絡会 
・ 岐阜県／清流の国防災・減災センターコーディネーター 
・ 名古屋市／地域福祉に関する計画策定委員会、なごや災害ボランティア連絡会 
・ その他、総務省、防災教育チャレンジプラン実行委員会、全国社会福祉協議会、地方都市等からの委嘱経

歴多数 
［その他］ 
・ 震災がつなぐ全国ネットワーク発行ブックレット「物資が来たぞう!!考えたぞう!!」「水害発生！どうつく

る？水害ボランティアセンター」「救援物資はもういらない!?」「災害ボランティア文化」編集長 
※ 防災功労者防災担当大臣表彰（2003年度）、名古屋青年会議所「NPOアワード優秀賞」（2002 年度）、愛

知県「人にやさしい街づくり賞」（2003年度）以上、法人として受賞。防災功労者防災担当大臣表彰（2005
年度）あいち中越支援ネットワークとして受賞、丸八会顕彰（2011）ほか 

※ 愛知県知事感謝状（2000年東海豪雨水害）、岐阜県知事および高山市長感謝状（2004年度台風 23号豪雨

災害）、穴水町長感謝状（2007 年能登半島地震）、愛知県表彰（2021 年）ほか 
 

【2022年 4月 1 日現在】 
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